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第
二
鵜
回
三
翠
化
学
会
　
関
西
支
部
交
流
会
報
告

交
流
会
に
際
し
、
こ
れ

ま
で
ご
講
演
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
講
師

の
皆
様
方
の
多
大
な
ご

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

第
二
一
回
支
部
交
流

会
は
、
令
和
元
年
一
一

月
一
六
日
、
ご
来
賓
と

し
て
三
翠
化
学
会
副
会

長
の
木
村
幸
信
氏
（
大

空
、
関
東
支
部
長
の

吉
田
吉
明
氏
（
大
望

に
ご
出
席
を
賜
り
、
ホ

テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン
新
大

阪
に
て
開
催
い
た
し
ま

昭
和
五
九
年
に
第
一
回
総
会

状
と
各
支
部
の
活
動
状
況
報
告

及
び
三
翠
化
学
会
へ
の
賛
助
金

へ
の
御
礼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
伊
藤
支
部
長
（
大
空

か
ら
は
平
成
三
十
年
度
の
活
動

報
告
、
堀
会
計
（
大
釜
の
会

計
報
告
、
西
本
幹
事
（
大
望

の
会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
今
回
は
二
年

毎
に
実
施
さ
れ
て
い
る
役
員
の

改
選
に
当
た
り
、
伊
藤
支
部
長

よ
り
、
現
在
の
幹
事
は
全
員
が

留
任
す
る
こ
と
、
並
び
に
長
年

会
計
を
担
当
さ
れ
た
堀
幹
事
が

会
計
を
離
れ
、
副
支
部
長
に
就

任
さ
れ
、
新
た
に
西
本
幹
事
の

会
計
へ
の
就
任
が
提
案
さ
れ
、

こ
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

動
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
「
三
重

大
学
生
物
資
源
学
部
は
、
農
林

水
産
系
学
部
と
し
て
、
S
D
G

S
＝
国
連
で
定
め
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標
を
通
じ
、
人
類
の

持
続
可
能
な
未
来
を
つ
く
る
と

い
う
、
他
学
部
で
は
見
ら
れ
な

い
高
い
使
命
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
旧
帝
大
系
以
外
で
は
珍
し

い
単
独
で
博
士
課
程
が
あ
る
こ

と
、
北
勢
・
伊
勢
志
摩
・
伊
賀
・

束
紀
州
の
四
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ

る
研
究
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

優
秀
な
学
生
を
輩
出
し
て
い
る

等
、
学
部
の
ア
ピ
ー
ル
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ

で
、
D
N
A
の
折
り
た
た
み
の

テ
ン
の
緩
み
方
を
う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
い
う
興
味
深
い
お
話
を
さ

れ
、
I
P
S
細
胞
に
よ
る
治
療

の
仕
組
み
の
一
端
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
三
部
は
い
よ
い
よ
お
楽
し

み
の
懇
親
会
で
す
。
小
川
副
支

部
長
（
大
5
0
）
の
司
会
で
開
始

と
な
り
、
当
日
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

参
加
さ
れ
た
川
上
厚
子
氏
（
大

空
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
木
村
副
会
長
、

植
村
祐
光
氏
（
大
3
7
）
等
多
数

の
方
の
お
話
を
う
か
が
い
、
参

加
者
一
同
、
い
つ
も
の
よ
う
に

昔
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
お

互
い
の
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た

り
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
懇
親
会
は
進
み
、
最

後
に
恒
例
ど
お
り
三
翠
応
援
歌

を
熱
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
絢

し
て
交
流
会
は
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
今
回
の
出
席
者
を
紹

介
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

奥
村
克
純
（
生
物
資
源
学
部
教

授
）
、
木
村
幸
信
（
大
空
、
吉

田
吉
明
（
大
望
、
谷
中
国
昭

（
大
望
、
内
田
勝
啓
（
大
1
5
）
、

轡

の

診

繊

露

轡

鰐

鯵

鎗

⑱

繚

㊥

鬱

轡

∴

の

ー

繊

大
北
明
（
大
望
、
岡
田
啓
（
大

1
7
）
、
松
本
孝
（
大
望
、
伊
藤

哲
雄
（
大
空
、
浅
井
以
和
夫
（
大

空
、
堀
英
一
（
大
釜
、
小
川

悦
代
（
大
5
0
）
、
北
村
智
（
大

5
0
）
、
植
村
祐
光
（
大
望
、
川

上
厚
子
（
大
坐
、
西
本
和
実
（
大

釜
（
敬
称
略
）

な
お
、
こ
の
報
告
の
推
敲
中

に
三
翠
化
学
会
の
初
代
会
長

で
、
ま
た
現
在
の
関
西
支
部
の

基
礎
を
築
か
れ
た
、
鴫
林
幸
英

先
生
（
専
1
）
の
計
報
に
接
し

ま
し
た
。
支
部
活
動
に
長
年
尽

力
さ
れ
た
先
生
に
お
目
に
か
か

れ
な
く
な
り
、
と
て
も
残
念
で

す
が
、
先
生
が
遺
さ
れ
た
関
西

支
部
を
引
き
続
き
盛
り
上
げ
て

い
く
よ
う
、
幹
事
一
同
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

西
本
和
実
（
太
巻

の
　
の
　
㊨
　
㊨
　
轡
　
㊨
　
轡
　
繊
　
轡
　
綾
　
織
　
鯵
　
籠
　
態
　
鰭
　
轡
　
轡
　
舘

の
　
籍
　
の
　
籠
　
鱗
　
態
　
繊
　
鎗
　
轡
　
縛
　
鬱
　
籠
　
穣
　
轡
　
轡
　
鵡
　
綾
　
織

※
第
二
二
回
三
翠
化
学
会
　
関

西
支
部
交
流
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
一
〇
月
ご
ろ
関
西

支
部
会
員
に
ご
連
絡
い
た
し

ます。

轡

㊨

猿

轡

の

轡

㊨

穆

轡

轡

綾

織

の

鎗

鰭

轡

繍
電
磁
禦
願

～
高
校
教
員
一
筋
～

轡

竃

昌

ノ

嘗

！

雪

等

…

…

会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

3
6
期
土
壌
に
い
ま
し
た
。
大
学

を
卒
業
し
て
早
三
二
年
、
昭
和

最
後
の
卒
業
生
で
す
。
卒
業
し

て
か
ら
高
校
の
教
員
一
筋
で

す
。
現
在
は
、
三
校
目
、
滋
賀

県
立
草
津
東
高
等
学
校
に
勤
め

て
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

私
は
大
学
時
代
に
野
球
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
実
は
、

野
球
部
に
入
部
す
る
前
に
三
日

岸
田
吾
一
（
大
3
6
）

間
だ
け
ヨ
ッ
ト
部
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
三
重
大
学
と
い
え
ば

海
の
近
く
で
あ
り
、
海
で
遊
び

た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
へ
通
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
安
濃
津
寮
の
同
郷
の
先

輩
に
熱
心
に
勧
誘
さ
れ
加
山
雄

三
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
諦
め

ま
し
た
。

野
球
部
に
所
属
し
て
い
て
助

か
っ
た
の
は
、
部
長
先
生
が
鴫

林
先
生
で
生
化
学
を
大
目

に
見
て
い
た
だ
い
た
こ
と

です。教
師
に
な
る
き
っ
か
け

は
野
球
部
の
先
輩
に
「
教

師
は
夏
休
み
が
あ
り
、
こ

の
期
間
は
仕
事
な
し
で
給

料
が
も
ら
え
る
。
し
か
も
、

野
球
部
の
顧
問
に
な
れ
ば

野
球
だ
け
教
え
て
遊
ん
で

暮
ら
せ
る
。
こ
ん
な
楽
し

い
職
業
は
ほ
か
に
な
い
。
」

と
教
え
ら
れ
企
業
の
研
究

職
を
早
々
と
諦
め
、
四
年
で
大

学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

幸
い
に
も
採
用
試
験
に
合
格

し
、
三
月
末
に
赴
任
先
の
校
長

先
生
か
ら
「
四
月
か
ら
水
口
高

校
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

野
球
部
の
監
督
を
し
て
欲
し
い

の
で
す
が
。
」
と
、
電
話
を
い

た
だ
き
、
即
答
で
、
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
野

球
以
外
は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
が

よ
ろ
し
い
か
」
と
返
事
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
任
の
四
月
か
ら
監
督
で
す

か
ら
、
こ
の
先
三
二
年
（
定
年

は
五
五
歳
と
思
っ
て
い
ま
し

た
）
の
間
に
一
度
く
ら
い
は
甲

子
園
へ
行
く
も
の
と
思
い
、
選

手
の
こ
ろ
よ
り
も
熱
心
に
グ
ラ

ン
ド
へ
休
み
も
な
く
行
き
ま
し

た
。
当
然
夏
休
み
は
一
日
も
休

ま
ず
練
習
を
や
り
続
け
ま
し

た
。
大
学
の
野
球
部
、
大
学
の

先
輩
と
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
も

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
、
休
養
が
必

要
と
か
、
働
き
方
改
革
と
か
言

わ
れ
ま
す
が
、
三
〇
年
前
か
ら

頑
張
っ
て
い
る
自
分
を
全
否
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
切
な
い
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

一
〇
年
た
ち
、
転
勤
し
た
学

校
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
・
サ
ッ

カ
ー
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
と
穴
埋
め
に
使
わ
れ
、
そ
の

間
に
教
員
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
が
、
大
学
で
出
会
え
た
方
々

は
今
の
自
分
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
に
異
論
は

あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
三
重

大
学
で
、
農
芸
化
学
で
四
年
間

過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ます。

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
選

手
に
復
帰
し
ま
し
た
。

現
在
は
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
監
督
を
し

て
い
ま
す
。

教
師
と
し
て
の
喜
び

は
、
卒
業
生
が
私
を
覚

え
て
く
れ
て
い
て
声
を

か
け
て
く
れ
る
こ
と
で

す
が
、
休
み
も
な
く
一

生
懸
命
練
習
し
た
時
の

生
徒
は
よ
く
声
を
か
け

て
く
れ
る
気
が
し
ま

擬態趨鬱の鯵鱗鯵鍵醸轡鍛錬轡籍轡の鱒㊨鱒鯵㊨轡轡の態態態繊轡鐙鎗轡の鰭の㊥轡㊨轡轡の鬱鯵駿轡鵡轡の鬱鎗綾織轡轡轡轡轡㊨鯵のの轡の鯵のの鯵の態繊轡鎗轡鎗轡轡の轡轡の鯵の轡轡の態の㊥態

故
奈
良
省
三
先
生
と
の
思
い
出

大
西
英
雄
（
大
1
6
）

先
生
か
ら
は
卒
業
以
来
、

墨
で
書
か
れ
た
お
元
気
な
年

賀
状
を
長
年
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
年
賀
状
も
こ

の
三
年
ほ
ど
は
途
絶
え
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
折
に
届
い

た
の
は
、
昨
年
の
二
月

二
五
日
、
先
生
は
一
〇
〇
歳

の
ご
長
寿
を
全
う
さ
れ
ご
逝

去
さ
れ
た
と
い
う
悲
報
で
し

た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
三
年

前
の
年
賀
状
に
は
「
九
七
歳

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

元
気
で
す
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
九
七
歳
に
な
ら
れ

て
も
教
え
子
に
肉
筆
で
年
賀

状
を
出
し
て
く
だ
さ
る
先
生

の
や
さ
し
さ
、
思
い
や
り
、

律
儀
さ
を
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。

先
生
は
、
昭
和
一
八
年
に

京
都
帝
国
大
学
農
学
部
を
卒

業
さ
れ
、
民
間
企
業
に
就
職

さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、
京

都
大
学
農
学
部
に
短
期
間
勤

務
さ
れ
、
昭
和
二
二
年
か
ら

三
重
青
年
師
範
学
校
の
講

師
、
教
授
、
さ
ら
に
三
重
大

学
学
芸
学
部
助
教
授
を
経

て
、
二
七
年
、
三
重
大
学
農

学
部
農
芸
化
学
科
に
助
教
授

と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

三
八
年
に
は
農
芸
化
学
科
農

産
製
造
学
講
座
の
教
授
に
な

ら
れ
、
五
八
年
停
年
に
よ
り

退
官
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

三
重
青
年
師
範
学
校
時
代
か
ら

三
五
年
余
の
永
き
に
渡
り
、
三

重
大
学
に
お
い
て
農
産
製
造
学

の
教
育
、
研
究
に
努
め
、
多
く

の
優
れ
た
業
績
を
上
げ
ら
れ
、

ま
た
、
幾
多
の
有
為
な
人
材
の

育
成
に
献
身
的
な
努
力
を
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
先
生
は
、
澱
粉

の
物
性
に
関
す
る
研
究
に
注
力

さ
れ
、
そ
の
研
究
の
成
果
を
内

外
の
学
会
誌
に
発
表
し
、
こ
れ

ら
の
業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

昭
和
五
六
年
度
日
本
澱
粉
学
会

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
の
管
理
運
営
面

で
は
、
多
く
の
委
員
会
委
員
を

歴
任
さ
れ
、
さ
ら
に
三
重
大
学

評
議
委
員
と
し
て
大
学
運
営
の

枢
機
に
参
画
さ
れ
、
大
学
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
学
会
活
動
と
し
て
は
、

日
本
澱
粉
学
会
、
日
本
食
品
工

業
学
会
、
日
本
農
芸
化
学
会
、

同
中
部
支
部
等
の
評
議
員
と
し

て
学
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

した。先
生
と
の
思
い
出
で
す
が
、

卒
業
以
来
す
で
に
半
世
紀
を
過

ぎ
て
お
り
、
も
は
や
詳
細
な
こ

と
を
思
い
出
す
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
卒
論
と
就
職
の
こ
と

に
つ
い
て
か
す
か
に
頭
に
残
っ

て
い
る
こ
と
を
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
四
年
生
の
時
、
昭
和

四
二
年
四
月
、
農
産
製
造
学
講

座
、
奈
良
先
生
の
も
と
で
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
卒
論
の

テ
ー
マ
は
奈
良
先
生
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
「
澱
粉
研
究
」
の
一

部
と
し
て
「
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン

の
老
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
〇
～
二
〇

時
の
も
ち
米
袋
か
ら
う
る
ち
米

や
爽
雑
物
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
取

り
除
き
、
澱
粉
の
精
製
の
た
め

の
作
業
を
、
夏
休
み
を
挟
ん
で

ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
行
い
ま
し

た
。
精
製
後
は
糊
化
、
保
管
、

レ
オ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
粘
弾
性

の
測
定
を
行
い
、
ヒ
ス
テ
レ
シ

ス
曲
線
で
表
さ
れ
た
面
積
を
プ

ラ
ニ
メ
ー
タ
ー
で
測
定
す
る
と

い
っ
た
作
業
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
実
験
中
の
私
た
ち

を
、
奈
良
先
生
は
い
つ
も
物
静

か
に
、
に
こ
に
こ
と
笑
っ
て
見

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

翌
年
の
三
月
二
日
の
卒
論
発

表
会
に
至
る
わ
け
で
す
が
、
私

の
実
験
結
果
が
奈
良
先
生
の
仮

説
の
検
証
に
役
立
っ
た
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
遠
い
遠

い
昔
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た。
就
職
す
る
会
社
を
決
め
る
の

は
、
四
二
年
の
五
月
ご
ろ
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
、
当
時
は
講
座

苑
に
各
会
社
か
ら
求
人
案
内
が

来
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の

中
か
ら
敷
島
製
パ
ン
㈱
を
希

望
し
、
奈
良
先
生
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
私
の

痩
身
を
心
配
さ
れ
、
「
頭
か

ら
小
麦
粉
を
か
ぶ
る
け
ど
大

丈
夫
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
何
の
根
拠
も

な
い
自
信
で
「
大
丈
夫
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。
入
社
し
て

か
ら
は
運
よ
く
、
頭
か
ら
小

麦
粉
を
か
ぶ
る
よ
う
な
体
験

も
な
く
、
大
過
な
く
停
年
ま

で
勤
め
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

奈
良
先
生
は
、
あ
ま
り
多

く
を
語
る
こ
と
の
な
い
先
生

で
し
た
が
、
先
の
年
賀
状
も

し
か
り
、
教
え
子
を
じ
っ
と

優
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る

慈
父
の
よ
う
な
お
人
柄
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
生
に
は
、
卒
業
以
来
の

ご
無
沙
汰
で
、
十
分
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
非
礼
を
お
詫

び
し
な
が
ら
、
先
生
と
の
思

い
出
を
記
し
て
、
哀
悼
の
意

を
表
し
、
先
生
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

（
昭
和
四
三
年
卒
　
農
産
製

造
学
研
究
室
専
攻
）
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開園

三重大学純米大吟醸梅酒「紅翠」

いなべ市に住む本学人文学部OBより、いなべ市の農業公園に4500

本の梅の木があるが、その梅の実を活用して、地元の名産品を作ること

ができないかと話をいただいた。当時、三重大学梅酒は、梅酒の全国品

評会で全国二位の評価をいただいたところで、早速、三重大学の酒造り

をしている寒紅梅酒造さんと共に現地での調査に入った。一方、いなべ

市に隣接する菰野町からも菰野町の特産である「関取米」を利用できな

いかとお話をいただいた。関取米は、明治時代には東京で人気の米であり、

現在でも高級寿司店で使用されている食用米であったが、地元の酒造メー

カーでは日本酒を作った実績もあったので、この二つの自治体の名産品

を作るという目標で、産学官が一体となって新しい三重大学梅酒の開発

が始まった。学生に農業公園に梅の実を取りにいってもらったが、そも

そも観賞用に勢定されているので、梅の実の

採取は、思ったよりも大変だった。関取米は、

溶けがよく、アルコールが高めに出る日本酒

ができ、日本酒ベースの梅酒を作るのには好

都合でもあった。こうして試作を重ね、ネー

ミングやラベルを公募により展開し、マーケ

テイングなど人文学部の学生やOBにも尽力

をいただき、梅の「紅」と三翠の「翠」を名

前に冠した、三重大学純米大吟醸梅酒「紅翠」

が完成した。

ネット購入できます。

http：／／WWW。kankoubai。COm／kousui／

苅田修一（大30）
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・i鍵 　，想 � � 

皆様からのご厚志は随時承っています。

金額の多寡にかかわらず喜んで頂戴いたします。

・郵便局よりの振込には、表紙題字の下に記載の振替口座番号苑お振込みください。

・銀行やコンビニATM等からでも振込は可能です。

その際は、使用可能な銀行キャッシュカードをご使用いただき、

銀行名：ゆうちょ銀行　　金融機関コード：9900　　預金種目：当座

店　名：〇八九店（ゼロ八チキュウ店）　口座番号：0059345

にて振込手続きをお願いします（振込手数料は当方負担とさせていただきますので手数

料分を差し引いてお振込ください）。　　　　　　　　　　会計担当：木村（大25回）

●令和元年度卒業生就職先● 三重県　　　　株式会社目立システムズ 

愛知県　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎製パン株式会社 

サンジルシ醸造株式会社　　　　　　　　　　NGFホールディングス株式会社 

春日井製菓株式会社　　　　　　　　　　　　国分グループ本社株式会社（KOKUBUGROUPCORP．） 

佐藤食品工業株式会社　　　　　　　　　　　株式会社ミルボン 

ヤマモリ株式会社　　　　　　　　　　　　　株式会社栃本天海堂 

太陽化学株式会社　　　　　　　　　　　　　　タカラベルモント株式会社 

一般財団法人食品分析開発センターSUNATEC　エースコック株式会社 

伊藤忠製糖株式会社　　　　　　　　　　　　財務省名古屋税関 

フジパングループ本社株式会社 

繍
電
報
禦
願

～
日
陰
の
ビ
ジ
ネ
ス
～

三
重
大
学
農
学
部
農
芸
化
学

コ
ー
ス
を
卒
業
し
、
食
品
添
加

物
に
従
事
し
て
早
や
四
〇
年
近

く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
頃
、
み
な
さ
ん
に
、
あ
ま
り

馴
染
み
の
な
い
食
品
添
加
物
に

つ
い
て
感
じ
た
事
と
私
の
思
い

を
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま

す。
添
加
物
へ
の
消
費
者
イ
メ
ー

ジ
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
世
の
中
に
「
無

添
加
」
、
「
ゼ
ロ
」
、
「
フ
リ
ー
」

を
標
樗
し
た
食
品
が
売
れ
て
い

る
こ
と
も
そ
の
裏
づ
け
で
す
。

そ
の
原
因
は
、
過
去
の
添
加
物

に
よ
る
健
康
被
害
と
そ
の
伝
承

が
根
源
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

戦
前
の
日
本
で
は
、
染
料
や

甘
味
料
や
保
存
料
が
勝
手
に
自

由
に
食
品
に
使
用
さ
れ
た
た

撥

繊

澱

懸

繊

醗

綴

議

懸

灘

懸

鯵

翳

綾

織

態

饗

懸

緩

饗

蟻

雄

鍵

額

鑑
醒

浅
井
以
和
夫
（
大
2
7
）

め
、
多
く
の
健
康
被
害
が
出
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
被
害
が
出

る
と
そ
の
物
質
を
禁
止
す
る
と

い
う
管
理
で
あ
り
、
添
加
物
の

法
規
制
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

の
は
戦
後
の
昭
和
二
二
年
に
な

り
ま
す
。
当
時
は
食
糧
難
で
も

あ
り
、
保
存
料
、
着
色
料
、
甘

味
料
（
砂
糖
は
高
級
品
）
な
ど

が
重
要
な
添
加
物
で
し
た
。
そ

ー
の
後
、
経
済
復
興
と
共
に
食
へ

の
安
全
意
識
が
高
ま
る
と
安
全

性
試
験
も
進
化
し
、
昭
和
四
五

年
に
は
甘
味
料
の
チ
ク
ロ
や
ズ

ル
チ
ン
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
歴
史
的
事
実
か

ら
、
－
親
は
子
に
「
添
加
物
は
怖

い
も
の
」
と
教
え
ま
す
。
学
校

で
も
教
員
が
「
食
べ
る
な
」
と

教
育
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
伝

承
の
仕
組
に
よ
っ
て
、
子
々

惣

嫁

灘

鰯

騒

蟻

酸

騙

饗

鰹

鰯

駿

離

闘

鰯

騒

懇

縫

製

蟻

題

議

懇

繋

議

孫
々
へ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
伝
説
が

連
綿
と
続
く
構
造
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
実
と
思
い
ま
す
。

現
代
で
は
、
多
く
の
科
学
論

文
で
添
加
物
の
安
全
性
が
担
保

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
大
過
剰
の
投
与
実
験
に
よ

る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
記
述
が
あ
る

と
、
そ
の
部
分
だ
け
が
抜
粋
さ

れ
書
籍
や
雑
誌
の
記
事
と
な
り

ま
す
。
問
題
が
な
い
と
言
う
記

事
は
読
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
不
安

を
煽
る
（
消
費
者
の
共
感
を
呼

ぶ
）
記
事
は
興
味
を
持
っ
て
読

ま
れ
ま
す
。
消
費
者
は
「
や
っ

ぱ
り
」
と
な
る
わ
け
で
す
。

日
々
摂
取
す
る
栄
養
素
に
適

量
が
あ
る
よ
う
に
、
添
加
物
で

も
薬
で
も
食
品
で
も
適
量
と
言

う
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
過
剰

摂
取
の
影
響
を
L
D
5
0
で
見
て

み
ま
す
と
、
砂
糖
は
約
2
k
g

ビ
タ
ミ
ン
C
は
約
1
k
g
ク
エ

ン
酸
は
約
5
0
0
g
で
す
。
ど

れ
も
生
命
維
持
に
適
量
が
必
用

な
物
で
す
が
過
剰
摂
取
で
は
害

懇

懸

態

懸

蟻

醗

繊

懸

畿

綴

鰯

撥

懸

繊

灘

鰯

綴

鰯

溺

鰯

鰯

懸

鰹

懸

閲

騒

が
生
じ
ま
す
。
添
加
物
も
同

じ
で
、
例
え
ば
甘
味
料
の
ア
ス

パ
ラ
テ
ー
ム
の
L
D
5
0
は
約

3
0
0
g
（
甘
味
換
算
で
砂
糖

の
約
6
0
1
に
相
当
）
で
す
が
、

と
て
も
大
量
摂
取
が
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

添
加
物
は
L
D
5
0
が
な
い

（
安
全
過
ぎ
る
）
も
の
は
l
無
制

限
に
使
用
で
き
ま
す
。
L
D
5
0

が
決
め
ら
れ
る
も
の
は
、
A
D

I
を
設
定
し
、
そ
こ
に
安
全
係

数
と
し
て
例
え
ば
百
分
の
一
を

乗
じ
た
量
が
使
用
基
準
（
食
品

へ
の
添
加
上
限
量
）
と
し
て
法

律
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
食

品
に
使
用
さ
れ
る
添
加
物
は
、

使
用
基
準
の
さ
ら
に
百
分
の
一

な
ど
と
実
際
に
摂
取
す
る
量
は

と
て
つ
も
な
く
少
な
い
の
が
実

態
で
す
。
お
そ
ら
く
、
一
般
的

な
食
品
素
材
の
方
が
は
る
か
に

健
康
へ
の
リ
ス
ク
は
商
い
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
事
か
ら
、
適
量

の
概
念
は
薬
学
で
は
当
た
り
前

鰯

閣

擬

製

醸

鰯

撥

凝

惣

鰯

綴

藤

懸

慾

続

醗

議

轡

艶

麗

鞠

鰭

轡
閣

の
話
な
の
で
す
が
、
食
品
添
加

物
に
限
ら
ず
、
世
の
中
の
全
て

の
も
の
に
ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
存
在

し
な
い
事
や
ハ
ザ
ー
ド
と
リ
ス

ク
の
違
い
な
ど
を
、
一
般
教
養

と
し
て
教
育
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
こ
の
業
界
に
い
て
感
じ

た
こ
と
で
、
教
育
機
関
に
望

む
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
パ
ル
ケ

ラ
ス
ス
（
ス
イ
ス
人
医
師
‥

一
四
九
三
－
一
五
四
一
）
の
言

葉
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
「
こ
の

世
に
毒
で
な
い
も
の
は
な
い
。

あ
る
も
の
が
毒
に
な
る
か
薬
に

な
る
か
ば
そ
の
用
い
る
量
に
よ

る
の
で
あ
る
」
。

大
学
時
代
、
私
は
と
て
も
不

真
面
目
な
学
生
で
し
た
が
、
農

芸
化
学
を
専
攻
し
て
、
少
し
は

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
正
し
く
理

解
で
き
、
と
て
も
よ
か
っ
た
な

と
今
更
な
が
ら
思
っ
て
お
り
ま

す。

鰯饗嬢撥鋤
懲

創
薬
化
学
教
育
研
究
分
野
の

増
田
と
申
し
ま
す
。
こ
の
た

び
、
日
本
農
芸
化
学
会
の
農
芸

化
学
奨
励
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
受
賞
題
目
は
、
「
天
然

由
来
ペ
プ
チ
ド
の
活
性
発
現
に

係
わ
る
三
次
元
構
造
の
解
明
と

応
用
」
で
す
。
受
賞
研
究
の
内

容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
と
、

天
然
由
来
ペ
プ
チ
ド
の
生
物
活

性
発
現
に
重
要
な
三
次
元
構
造

（
タ
ー
ン
構
造
や
分
子
内
水
素

結
合
）
を
解
明
し
、
こ
れ
ら
の

構
造
を
制
御
す
る
薬
剤
設
計
戦

略
を
提
案
・
実
践
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
な
ら
び
に
、
教
育
・
研
究

で
多
大
な
ご
支
援
を
頂
い
て
い

る
生
理
活
性
化
学
教
育
研
究
分

野
・
稲
垣
穣
教
授
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
微
生
物
遺
伝
学

教
育
研
究
分
野
助
教
の
園
武
絵

美
が
日
本
農
芸
化
学
会
若
手
女

性
研
究
者
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
昨
年
度
は
も
う
一

つ
、
糸
状
菌
遺
伝
子
研
究
会
奨

励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
賞
を
賜
り
大
変
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
恩
師
の
先

生
方
な
ら
び
に
、
三
重
大
学
に

着
任
以
来
温
か
い
ご
指
導
と
ご

助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
微
生

物
遺
伝
学
教
育
研
究
分
野
教
授

木
村
哲
哉
先
生
に
深
謝
い
た
し

ます。受
賞
内
容
は
糸
状
菌
に
お
け

る
リ
グ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
分
解
酵

素
遺
伝
子
の
発
現
制
御
機
構
に

関
す
る
研
究
で
す
。
コ
ウ
ジ
カ

ビ
を
対
象
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ

ス
分
解
酵
素
高
生
産
株
の
育
種

を
目
標
に
遺
伝
子
の
転
写
誘

導
・
抑
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
研

究
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。


